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研究の要約
算数科の授業では,実際に具体物を動かしたり,体験をしたりするなどの算数的活
動を授業の中に取り入れて,学習の効果を上げようとする試みがさかんに行われてい
るD算数的活動を重視することは,算数の指導にとっては喜ばしい侯向であるが.現
実の授業の中では,おはじきや救国ブロックなどの具体物を動かして考える活動や体
験的な活動を取 り入れてはいるものの,その活動が算数科の本来の目的であることば
や記号で考えることと結びついていない場合が少なくない｡これでは,算数的活動が
授業に生かされているとは言い難いD
そこで,第 1学年 ｢たし算 (1)｣に焦点を当てて,おはじきや数図ブロックなど
の具体物を動かして考える段階から,ことばや記号で考える段階へと発展させていく
内面化の過程を大切にした井数的活動のあり方を究明していく｡
1 研究のねらい
算数の授業の中で,おはじきや数図ブロッ
クなどの具体物を動かして考える活動や体酸
的な活動を取 り入れているのに,その活動が.
本来の目的であることばや記号で考えること
と遊離している場合が少なくない｡これでは,
算数的活動が授業に生かされているとは言い
#い｡
そこで,｢数 と計算｣の領域で,第 1学
年 ｢たし算 (1)｣に焦点を当てて,おはじ
きや数図ブロックなどの具体物を動かして考
える段階から,ことばや記号で考える段階-
と発展させていく内面化の過程を大切にした
算数的活動のあり方を究明していく｡
2 研究の内容
(1)子どもの思考の道筋
｢数と計算｣の授業では,主要な学習内容
である ｢数と計算｣の概念や原理について,
子どもが ｢わかった｣と認識できるようにな
ることが大切である｡この ｢わかった｣とい
う柊織は,課題を解決する論理を子ども自ら
の力で組み立て ｢数 と計算｣の概念や原理を
形成したときに得 られたものである.すなわ
ち.具体物を動かす活動によって思考 したこ
とを子どもの論理によってことばや記号と結
びつけ,ことばや記号によって思考し簡潔に
表現できるようになることであると考える｡
(2)記号化を急ぎすぎる指導の問題点
授業の中で具体物を動かして考える活動は
子どもの思考に合わせた楽 しい活動になって
いるけれど,ことばや記号による思考の段階
に進むと,教師が都合のよい子 どもの反応だ
けを取り上げ,一方的に教え込んでしまって
いることがある｡これでは.子 どもの思考が
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実際に具体物を手で動か して考える段階か
ら,ことばや記号を使って考える段階に高ま
ったとはいえないO具体物を動かして考える
活動 と切 り離して記号化を急いでしまうと,
それまでの活動が意味を失 うことになる｡
(3)ことばや記号による思考-の大きな溝
子どもがおはじきや数図ブロックなどの具
体物を動かして考えたことを発展させて,こ
とばや記号で考えることができるようにする
ためには,教師はその溝が大きいことを誰織
しておく必要がある｡
具体物を動かして考える段階は,具体に即
した個別的な思考であり,一般性はない｡ し
かし,ことばや記号で考える段階fjl,具体物
にあった大きさ,負,形といった属性を捨象
し,簡潔で一般的なことばや記号によって表
現できる状態にある｡このように.両者の特
色を比べてみると,具体物を動かして考える
段階と,ことばや記号で考える段階の溝が大
きいことがわかる｡
(4)奔放的活動の内面化の3つの過程
子 どもに具体物を動かして考える活動が終
了したからといって,直ちにことばや記号で
考える活動に移行 しようとしても無理があ
る｡そのためには,もう一段階設けて子 ども
が乗 りこえることができるようなステップを
小さくする必要がある｡そこで,算数的活動
の内面化の過程を次の3つの段階を設定 し
た｡
①実際に具体物や半具体物を手で動かし
て考える ｢行動的思考｣段階
②実際に具体物や半具体物を手で動かし
て考えたことを頭の中でイメージしな
がら動かして考える ｢映像的思考｣段
階
③ことば (数学的な絵,ことばの式)や
記号 (数字,数式,口などの記号)杏
使って考える ｢記号的思考｣段階
■ 算数的活動の内面化 -一一一一- -
(5)｢映像的思考｣を重視する
子どもの思考を大切に して,｢数と計算｣
の理解を深めるためには,算数的活動の3つ
の過程の中で,｢映像的思考｣の段階を重視
する必要がある｡それは,｢映像的思考｣が
実際に具体物や半具体物を手で動かして考え
る ｢行動的思考｣段階とことばや記号を使っ
て考える ｢記号的思考｣段階との間の横をつ
なぐ橋渡 しの役目をすると考えられるからで
ある｡いくら,｢行動的思考｣段階に重点を
置いて授業を進めても,それが一連のものと
して ｢記号的思考｣段階と結びつくものでな
ければ,具体物を動かして考えることは意味
を失 うことになる｡もちろん,ことばや記号
だけを使って授業を進めることは,具体的な
イメージを頭の中にえがいて思考を進める子
どもには無理がある｡ したがって,実際に手
や体を動かさなくても,頭の中に具体物を動
かしたことや動かした結果をイメージ化でき
る姿にすること自体に ｢行動的思考｣と ｢記
号的思考｣を結びつける授業の成否の鍵があ
ると考える｡
行動的思考 ∈≡∃橋渡し 記号的思考
3 ｢映像的思考｣を生かした授業の実際
(1)単元名 たし井 (1)
(2)単元目標
･ 合併,増加をたし算の式に表すよさを
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知 り,進んで式に表 し,和を求めようと
する｡(関心 ･意欲 ･態度)
･ 合併,増加の場面を ｢あわせ る｣｢ふ
える｣とい う数図ブロックの操作をもと
にして.たし算と考えることができる｡
(数学的な考え方)
･ 合併,増加の場面を数図ブロックで操
作 したり,たし算の式に表 したりして,
答えを求めることができる｡
(表現 ･処理)
･ たし算が用いられる場面や和の求め方
が分かる｡ (知識 ･理解)
(3)指導計画 (全 7時間)
第一次 合併の場面のたし算 (2時間)
第二次 増加の場面のたし算 (2時間)
第 1時 数図ブロックの操作によるた
し算
第2時 式にかいて答えを求めること
･････(本時)
第三次 たし算のお話づくり (1時間)
第四次 計井カー ドによるたし算の練習
(2時間)
(4)本時の目標
はじめ金魚が 5匹いて.2匹もらう場面な
どをお話 しながら,ブロックを操作していく
中で,｢はじめ5ひきいて, 2ひきもらいま
した｣とい うふえるお話と1カ所に集めるブ
ロックの操作を結びつけて,増加の場面がた
し井の式に表されることに気づくことができ
る｡ (数学的な考え方)
(5)授業の展開 (第二次第2時)
まず,次のような場面絵を提示し,水槽の
中にいる金魚が何匹泳いでいるのかを話 し合
うようにした｡
良 書書芸芸表 毎
水槽の中に金魚が5匹いることをとらえた
ところで,次のような金魚を2匹もらう場面
絵を提示 し,子どもと一緒にお話づくりをし,
金魚の数に目を向けやすくした｡
T このお話を続けていってみましょう｡
C 水槽の中に金魚が 5匹います｡ 2匹もら
うと7匹になりました｡(数名発表)
T このお話がもっとよく分かるようにする
には何を使えばよかったかな｡
c 数図ブロックです｡(拍手)
T そ うですね｡金魚の数だけ並べてみまし
よっ｡
子どもたちは,水槽にいた5匹の金魚と後
からもらった2匹の金魚を表す数図ブロック
をそれぞれ 5個 と2個を並べ,各自教師の話
に合わせたり,自分で話 しをしながら次のよ
うに数図ブロックを動かしていった｡
ロロロロロ
T 今 日のお話は長いね｡このお話をもっと
簡単に表すにはどうしたらいいの｡
C 式にかけばいいよ｡(拍手)
T 今 日のお話も式にかけそうかな｡
C かける.かける｡ (多数)
T それでは,今 日お勉強することを黒板に
かいておくよ.
このように本時のめあてを ｢どんな式にな
るのかブロックを動か して考えよう｡｣と決
めるようにした｡
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故国ブロックを動かして考え
T お話をしながらブロックを動かして,式
がひらめいたらノー トにかいてごらん｡
C 分かりました｡
子どもたちは各自でお話をしながらブロ
ックを動かし式を考え始めた｡
T 式がかけた人｡教えてくれるかなD
C 5+2-7です｡(数名発表)
C 同じです｡
T 同じ式になったみたいだけど数図ブロッ
クをどう動かしたの｡
C (黒板の前にでて,掲示用_のブロックで)
□□□□□ 2ひき,もらいました.＼-小一_/
(拍手,数名発表)
C 理由も言えます｡水槽の5匹は動かさな
くて,もらった2匹だけを入れたのだか
らブロックも2個の方だけ動かせばいい
と思います｡(拍手)
T みんなは2個の方だけ動かすといってい
るんだね｡
C そうですOだから式は5+2になります｡
T 5+2-7の r5｣はブロックのどこの
ことですか.
C ここです｡
T ｢+2｣はブロックをどうすることです
か｡
C こうやって,合わせることですQ
T お話では ｢5+2-7｣の ｢5Jは何の
ことですか｡
C r金魚が5匹います｣のことろですo
T ｢+2｣はどこのことですか｡
C ｢2匹もらいました｣のところです｡
T ブロックはお話の r2匹｣のところで動
かしたらいいのかな｡
C ちがいます｡ ｢もらいました｣で動かし
ます｡(拍手)
T この前はブロックを
動かすことをたし井だと習ったけど,今
日は 一軒 しか動かしてなけど,
本当にたし算にしていいのかな｡
C いいですD
T ブロックがどうなったら,たし算だとい
えるの｡
C ブロックを 1カ所に合わせているときで
す｡(拍手)
C ブロックが1カ所に集まるからたし算で
す｡
このようにして最初のお話がブロックが 1カ
所に集まるからたし井の5+2で表されるこ
とをつかんでいくことができた｡
-8-
救国ブロックを勤したり.動
かしたことをイメージしなが
次に他の増加の場面を数回ブロックを動か
して式を考えさせるようした｡
4こいれると
なんこになる
でしょう｡
6こ
子どもたちは,お話をしながらブロックを
動かしてどんな式になるのかを考え,自分の
考えた式をノー トにかいていったD
T 数図ブロックをどう動かしたの｡
C (黒板の前にでて,掲示用のブロックで)
ド
口□□□ロロ ロロロロ
T どんな式になるのかな｡
C 6十4です｡(拍手)
T r6｣絃ブロックのどこのことですか｡
C ここのことです｡
@
口ロロロロロ
幣
次のような他の増加の場面を数図ブロック
を見て (動かさないで)式を考える活動にし
た｡
T はじめ子どもが3人います｡ 6人くると
何人になるでしょう｡
6にんくると
なんにんに
なるでしょう
T ブロックは何個いりますか｡
C はじめの子どもが3個で,後から来た子
どもが6個ですO
T この間頬は,ブロックを動かさないでで
きるかな｡
C できる｡できる｡
T それでは.黒板に並べたブロックをみて
式を考えてみましょう｡
C わかった｡
T どんな式になりましたかo
c 3十6です｡(拍手)
T この間厚は,ブロックを本当には動かし
てないけど.頭の中で動かしたよね｡ど
んなふうに動かしたの｡
口ロロロ C こう動かしました｡
T r十 4｣というのはブロックをどうする
ことですか｡
C 4個集めることですD
□□□□ロロ
岩ロロロ 常
C 金魚のお話と同じになります｡
C 答えは10になります｡
救国ブE)ツクを見て (動かさ
す)頂の中でイメージして式
｡｡｡ 岩[旧｡｡｡ や
T 今 日は3つのお話を式にかいたけど,ど
んなことが分かったかな｡
C ブロックを片方勤かしてもたし芽になる
ことが分か りました｡
C ブロックを右側だけ動かしてもたし算に
なります｡
C 前は,(動作で)
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過
こう動
かすのがたし算だったけど,今 日は
ー 畢 こ
か りました｡
う動かすのもた し井だと分
T どうして (動作で)ー
甲
こっちだけ動
かしてもたし算になるのかなo
c ブロックを1カ所に集めるからです｡
T そうだね｡今 日はブロックを1カ所に集
めるとたし算になることが分かったね｡
4 研究のまとめ
このように,増加の場面でもたし算の式で
表せ ることをつかみ,数図ブロックを動かし
て考える ｢行動的思考｣段階から,動かした
ことをイメージしながら考える｢映倫的思考｣
段階に高まったといえる｡頭の中で確かなイ
メージができた子 どもたちは,次時に扱った
2+1や 5+1などの数式をみて答えを考え
る活動で数図ブロックを使わなくても答えを
兄いだすことができるようになった｡また,
数式を見て答えが正確に兄いだせるようにな
ったら.数式から増加の問題づくりを行い.
数図ブロックを使って答えを確かめさせるよ
うにした｡これは,｢記号的思考｣段階と [映
像的思考｣段階や ｢行動的思考｣段階の往復
をねらったものである｡これにより,た し算
についての理解がさらに深まったと考えるC
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